
１．はじめに
２００４年１０月９日午後，静岡県の海上を北北東に

進んでいた台風２２号は，伊豆半島西岸に上陸した
後，半島を横断して相模湾，東京湾を東進し，千

葉県に再上陸した後，太平洋に抜けた。このた
め，静岡県や関東地方を中心に強風や豪雨に見舞
われ，台風通過時の強風・豪雨による被害が各地
で発生した。とくに，伊東市では台風通過時の強
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Abstract

Typhoon０４２２ (MA-ON)passedthroughIzupeninsulaandthesouthernpartof
KantodistrictonOctober９,２００４.Thehighwindandheavyrainfalldisasterswere
causedbythetyphoon０４２２ inthewesternpartofShizuokaPrefectureandthe
southernpartofKantodistrict.Duringthetyphoonpassing,thepeakgustspeed
recordedatIrozaki,AjiroandOshimaweatherstationswere６７．６m/s,６３．３m/sand
５１．５m/s,respectively.ThetotalprecipitationrecordedatOmaezakiweatherstationwas
４２０．５mm in８-１０,October.Breakagedamageoccurredonthehousingroofbythe
highwindwithpassageofthetyphoon０４２２ inItoCityofShizuokaPrefecture.
Moreover,thesideslipdamageoftrucksoccurredbythehighwindinYokohamaCity.
Thehighwindandheavyrainfalldamagesresultedin９deadandmissingpersons,４２２
buildingswerecollapsedandhalfcollapsed,andaboutseventhousandbuildingswere
floodedinJapan.
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風により，家屋の全壊などの被害が，また横浜市
金沢区では駐車していたトラックが突風により横
転するなどの被害が発生した。ここでは，台風２２
号の通過時に静岡県・関東南部地方において観測
された強風や豪雨の特徴を示すとともに，強風・
豪雨災害の概要について報告する。

２．２００４年台風２２号の気象的特徴
２００４年台風２２号の経路図を図１に，２００４年１０月

９日１５時における地上天気図および９日１７時にお
ける気象衛星「ゴーズ９号」の赤外画像を図２に
示した。１０月４日１２時にフィリピンの東海上で発
生した台風２２号は，日本の南海上を北上しながら
非常に強い勢力に発達し，８日には速度を増しな
がら南大東島の東を北北東に進み，９日１６時頃に
強い勢力を維持したまま静岡県伊豆半島西岸に上
陸した。その後，相模湾を横切り三浦半島，東京
湾を通過して千葉市に再上陸し，９日夜に鹿島灘
へ抜け，１０日９時に三陸沖で温帯低気圧に変わっ
た。伊豆半島西部への上陸時の中心気圧は

９５０hPaで，中心付近の最大風速は４０m/s，風速
２５m/s以上の暴風半径は１５０kmの「中型で強い」
台風であった。
台風２２号に伴う静岡県・関東南部地方に位置す

る気象官署における最大瞬間風速・風向および最
低海面気圧の概要を図１に，各気象官署（特別地
域気象観測所を含む）の気象概況を表１に示した。
台風通過した１０月９日には，静岡県伊豆地方に位
置する熱海市の網代特別地方気象観測所（測候所
は２００３年１０月１日廃止）では，最大瞬間風速６３．３
m/s（１６：１３，北），最大風速３９．４m/s（１６：２０，北
北東）の猛烈な強風を観測し，観測史上第１位の
記録（統計開始１９３８年）を更新した。また，伊豆
半島南端の石廊崎特別地方気象観測所（測候所は
２００３年１０月１日廃止）では６７．６m/s（１５：０７，東北
東），東京都大島町の大島測候所でも５１．５m/s（１６：
２５，南西）の最大瞬間風速を観測し，いずれも観
測史上第１位の記録を更新した。また，静岡県の
御前崎測候所では観測史上第２位の５０．０m/s（１５：
５０，北東）を観測するなど，静岡県東部・中部を
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図１ ２００４年台風２２号の経路図と気象官署における気象概況



自然災害科学 J.JSNDS25-2（2006）

中心に強風が広域にわたって吹き荒れた。台風の
進路上に位置した東京湾に面した横浜，羽田，千
葉でも３９．９m/s，３８．０m/s，３５．７m/sの強風を観測
しており，関東南部において台風通過時には広域
で強風が吹いた。
アメダス地点における台風通過前後の２００４年１０

月８日０時から１０日２４時までの３日間の積算降水
量の分布を図３に示した。積算降水量が２００mm
以上の地域は愛知県東部から千葉県にかけての太

平洋沿岸に沿って分布している。とくに，静岡県
東部から山梨県南部，神奈川県西部では３５０mm
以上の積算降水量に見舞われており，御前崎では
４２０．５mmを観測し，９日の日降水量３６０．０mm，
最大１時間降水量８９．０mmは１９３２年に観測を開始
して以来の極値を更新した。これらの多雨観測地
域では，台風通過時のわずか３日間で，１０月の月
降水量に対して約１．５～２．５倍の豪雨に見舞われて
いた。

１５７

図２ ２００４年１０月９日１５時の地上天気図および気象衛星「ゴーズ９号」の赤外画像

積算降水量最低海面気圧最大瞬間風速最大風速気象官署
（mm）８～１０日起時（hPa）起時風向極値（m/s）起時風向極値（m/s）

３５５．５１５：２７９８２．０１５：３６N２５．７１４：２０NE１１．３静 岡
４２０．５１４：５９９６７．１１５：５０NE２位５０．０１４：５０NNE２７．５御前崎
２８２．０１５：５３９７８．９１５：５３NE３５．１１６：２０NNW１５．６三 島
１３６．５１５：４４９６４．０１５：０７ENE１位６７．６１５：５０SW３０．２石廊崎
２７５．５１６：１４９７４．１１６：１３N１位６３．３１６：２０NNE１位３９．４網 代
２６３．０１７：２３９８３．６１７：２２W３９．９１７：３０NW１９．８横 浜
２４５．５１６：２４９８６．３１６：２５SW１位５１．５１６：４０SW１位２７．０大 島
２８２．５１７：１７９９０．７１８：２９NW２８．０１８：３０NNW１４．８東 京
未公開未公開未公開１７：２２NNE３８．０１７：２４NNE１位３１．９羽 田
２４３．０１８：０１９８５．３１７：５４SSE３５．７１８：００SSE２０．２千 葉
２７７．５１６：５４９９２．８１７：１２SSW３２．９１７：５０WNW１５．６館 山
３３８．０１７：３５９９４．９１７：３４SSW３３．８１７：４０SSW１７．８勝 浦
２４３．０１８：４４９９３．５１９：１０SSW３１．２１９：１０SSW２０．３銚 子

表１ 台風２２号の通過時に観測された１０月９日の気象要素
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台風２２号の進路東側に位置し，強風に見舞われ
た石廊崎（特別地域気象観測所），強風被害が発生
した伊東市宇佐美地区から北に約４km離れた網
代（特別地域気象観測所）および横浜（地方気象
台）における気象要素（瞬間最大風速，気温，露
点温度，海面気圧，風向，時間降水量，積算降水
量）の１分値の推移を図４に示した。進路の東側
に位置する石廊崎では９日の１２時半ごろから海面
気圧が低下し始め，１５時４４分には９６４．０hPaの最
低値を観測した。風速も１４時ごろから急激に増加
し始め，１５時０７分には最大瞬間風速６７．６m/sの猛
烈な強風を観測し，その後，台風の眼が通過した
時には一時強風が収まったものの，１６時前後には
吹き返しの強風を観測している。台風のほぼ進路
上に位置した網代では，１６時過ぎに最大瞬間風速
６３．３m/s（１６：１３，北），最大風速３９．４m/s（１６：２０，
北北東）を観測し，ほぼ同時刻の１６時１４分に海面
気圧９７４．１hPaを観測した後，強風は急激に低下す
る傾向を示した。横浜でも１６時過ぎから急激に風
速が上昇し始め，最大瞬間風速３９．９m/sを１７時２２

分に観測し，ほぼ同時刻に最低海面気圧９８３．６hPa
を観測し，その後は強風も徐々に弱まった。ま
た，通過までの前４時間は時間降水量２０mmを超
える強雨に見舞われており，８日～１０日の積算降
水 量 は 網 代，横 浜 で は そ れ ぞ れ２７５．５mm，
２６３．０mmに達した。

３．２００４年台風２２号に伴う強風・豪雨被害
の概要

２００４年台風２２号に伴う各県の被害概要を表２に
示した（消防庁，２００５年２月２３日１６時現在）。台風
２２号による被害は１７都府県におよび，死者７名，
行方不明者２名，重軽傷者１６６名となっている。
人的・物的被害は静岡県および神奈川県で多く，
住家被害は静岡県で全壊１３０棟，半壊２７７棟，一部
損壊３，９１３棟に達し，強風や豪雨による多数の住
家被害が発生した。また，豪雨に見舞われた地域
では浸水被害も発生し，床上浸水３１０棟，床下浸
水１，０４１棟に達した。浸水被害は，神奈川県，東
京都，千葉県，埼玉県などの関東南部にも及んで

１５８

図３ 台風２２号の通過した２００４年１０月８日～１０日の積算降水量（mm）の分布
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おり，総数は床上浸水１，５６１棟，床下浸水５，４８５棟
にも達する広域な水災害を呈した。

４．伊東市宇佐美地区における台風２２号
に伴う強風・豪雨災害の実態

伊東市は静岡県東部の伊豆半島北東部に位置
し，宇佐美地区は伊東市の北部に位置している。

１５９

図４ 台風２２号が通過した２００４年１０月９日の石廊崎（特別地域気象観測所），網代（特別地域気象観測所）
および横浜（地方気象台）における降水量，気温，風向・風速，海面気圧の推移

表２ 平成１６年台風第２２号による被害状況（消防庁，平成１７年２月２３日１６時現在）

非住家被害住家被害人的被害
その他公共施設床下浸水床上浸水一部損壊半壊全壊軽傷重傷行方不明者死者
（棟）（棟）（棟）（棟）（棟）（棟）（棟）（人）（人）（人）（人）

１１秋田県
１１４福島県

２２１６２１９５３５１茨城県
１栃木県
７１群馬県

１，４０３１５９埼玉県
９９２２１７６４９１５３１１千葉県

３１７２８１７２８１２３１東京都
３１５８９８１６１０４６３９２３５６１神奈川県
１新潟県
２１２山梨県
１１長野県

１，２４２１０１１，０４１３１０３，９１３２７７１３０９６４１５静岡県
１３８６１愛知県
９１三重県

愛媛県
２沖縄県

１，８８９１３３５，４８５１，５６１４，５０８２８７１３５１５１１５２７合計
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伊東市宇佐美地区において筆者らが２００４年１２月７
日に現地調査により把握した屋根全体が破損した
家屋，被害写真の撮影位置を図５に示した。宇佐
美地区は相模灘の西側に面し，北から烏川，仲
川，宮川の３つの河川が流れる扇状地形を有して
いる。台風通過時の強風・豪雨による災害の実態
を写真１～６に示した。写真１は，宇佐美地区を
流れる宮川上流から下流を撮影した突風による家
屋の被害の状況である。東西の方向に約１kmに
わたり宮川の上中流は左岸，下流は右岸を中心に
家屋の被害が集中している。宇佐美地区から北へ
約５km離れた網代特別地域気象観測所では，１６
時１３分に最大瞬間風速６３．３m/s（北），１６時２０分に
最大風速３９．４m/s（北北東）の猛烈な強風を観測
している。本被害は，駿河湾からの北東の風が宮
川の谷筋にそって流入しで風が収束したこと，さ
らに台風通過時に発生する局地性を有する強風が
複合的に影響を及ぼすことにより突風が発生し，
約６０棟にわたる家屋の被害が発生した可能性が示
唆される。突風による家屋の屋根被害は写真２に
示したように，屋根全体が突風により飛散する被

害が各棟で生じており，強風の凄まじさを物語っ
ている。写真３は，宮川下流における突風による
家屋の被害状況をビルの屋上から撮影したもので
ある。宮川下流域は右岸で約２０棟の被害が発生し
ており，その中央に位置する春日神社も建物の倒
壊被害が発生した。
台風の通過時に，図４に示した網代（特別地域

気象観測所）では最大１時間降水量４３．５mm（１６：
４６）を含む約２８０mm（８日～１０日）の豪雨に見舞
われた。写真４に示したように宮川上流の地区で
は民家の基礎下の斜面が幅２０m，高さ６０mにわ
たり崩落する被害が発生した。また，台風通過時
の豪雨により山林崩壊に伴う倒木被害が発生し，
多量の倒木を伴う土石流となり烏川を流れ下り，
写真５のように橋梁に引っかかり河川を閉塞して
水が溢れ，周辺地域が浸水する被害が発生した。
写真６に示したように，烏川の氾濫により静岡県
伊東市立宇佐美中学校の屋内プールでは，約
１．５mの高さまで土砂を含む河川水が浸入し，大
きな浸水被害が発生した。

１６０

図５ 伊東市宇佐美地区における突風被害の発生状況および被害状況写真の撮影場所
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写真１ 突風による家屋の被害（静岡県伊東市
宇佐美，２００４年１０月１０日撮影，防衛庁
共済組合宇佐美保養所「伊豆の湯荘」
荒井栄二氏提供）

写真２ 突風による家屋の被害（静岡県伊東市
宇佐美，２００４年１０月１０日撮影，防衛庁
共済組合宇佐美保養所「伊豆の湯荘」
荒井栄二氏提供）

写真３ 突風による家屋の被害（静岡県伊東市
宇佐美，２００４年１１月２９日撮影）

写真４ 台風通過時の豪雨による地すべり被害
（静岡県伊東市宇佐美，２００４年１１月２９
日撮影）

写真５ 台風通過時の豪雨による土砂および流
木で生じた河道閉塞の状況（静岡県伊
東市宇佐美，２００４年１０月１０日撮影，防
衛庁共済組合宇佐美保養所「伊豆の湯
荘」荒井栄二氏提供）

写真６ 台風通過時の豪雨により浸水被害を受
けた静岡県伊東市立宇佐美立中学校プー
ルの状況（静岡県伊東市宇佐美，２００４年
１０月１０日撮影，防衛庁共済組合宇佐美保
養所「伊豆の湯荘」荒井栄二氏提供）
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５．横浜市金沢区幸浦地区における台風
２２号に伴う強風被害の実態

横浜市では，台風が通過した１７～１８時にかけて
図４に示したように強風が吹き荒れた。市内南部
の海浜地域に位置する金沢区幸浦地区の並木中央
駐車場では，１７時１０分頃に駐車場に止めていたト
ラック約４０台が折り重なるように東風により西方
向に横転する被害が発生した（図６）。
筆者らは，１９９９年の台風１８号の通過時に小野田

市で発生した竜巻，２００４年６月の寒冷前線の通過
に伴い佐賀市で発生した竜巻を対象に，竜巻に伴
う墓石の転倒状況から風速U０の下限値の推定を
試みている（山本ら，２００１；山本ら，２００４）。
そこで，筆者らは荷物が積載されていなかった

２台のトラック（１t，１．５t）に対して，荷台側面
へ横方向から強風を受けてトラックが横転（写真
７）したと仮定した際の風速U０の下限値を，ト
ラックの重量・寸法（車検書より引用），横転時の
気象値（横浜地方気象台での観測値）を式（１）に
代入して推定した。

U０＞（２ρsg/ρaCh）１/２・d （１）

ここで，ρsはトラック車体の密度（１０３kg/m３），
gは重力加速度，ρaは空気密度，Cは抗力係数，
hはトラック車体の高さ（cm），dはトラック車体
の奥行き（cm）である。
その結果，式１より求めた風速U０の下限値は，

４３．８m/s，４６．７m/sと推定された。この風速U０の
下限値は，トラックの横転地点から南南東に約２
km離れた横浜ヘリポートでの観測値３９．５m/s（１７：
２０），さらに北へ約５km離れた横浜地方気象台
で観測された３９．９m/s（１７：２２）をやや上回る風
速であった。当日，駐車場に車を止めようとして
いた運転手は「雨風は強くなかったが，突然，周
囲が見えなくなるほどの暴風雨になり，目の前の
４tトラックが無人のまま動き出し，上から車が
降ってきた。」と朝日新聞の記者に伝えている（朝
日新聞，２００４）。また，東京管区気象台と横浜地
方気象台の職員による現地調査では，駐車場周辺
では西方向にトタン屋根の飛散や樹木が倒れる被
害が発生していたと報告している（東京管区気象
台・横浜地方気象台，２００４）。以上のトラック横転
時の状況を総合して考えると，本被害はダウン
バーストのような突風が吹いた可能性よりも台風
通過時に発生した東風が原因である可能性が示唆
された。

６．おわりに
今回の台風２２号は，本報告からも明らかなよう

に台風通過時の強風と豪雨にもたらされた災害で
あり，その発生地域も静岡県から関東南部に集中
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図６ 横浜市南部におけるトラック横転の状況
と気象観測地点の位置関係

写真７ 突風によるトラックの転倒被害（２００４
年１０月１０日撮影，朝日新聞社提供）



自然災害科学 J.JSNDS25-2（2006）

していることが明らかになった。とくに，家屋の
屋根破損やトラックの転倒被害などの強風被害は
きわめて局地性を有していた。今後は，国土交通
省や地方自治体が整備している雨量や河川水位情
報を中心とする防災情報システムに風観測の充実
を図ることが重要な課題である。風情報のリアル
タイム配信により，地域住民が台風や前線通過時
に伴う強風を事前に予測できることが可能とな
り，強風災害の回避・軽減にもつながるものと期
待される。
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